
火力発電関連事業
燃料・海事事業

石炭灰・薬品販売

エネルギー事業

貨物利用運送業、海上運送業、船舶代理店業

廃棄物処理・再利用に関する事業
プラント技術者の派遣事業

陸域環境調査、水域環境調査、生活環境調査
環境影響評価（環境アセスメント）事業
景観調査、公園計画業務
環境技術コンサルティング事業
環境測定分析
排ガス測定、騒音・振動測定
PCB分析
放射線・放射能測定

石炭灰・石膏の販売、特殊肥料の製造・販売
化学薬品類の販売

発電設備・燃料設備・廃棄物処理施設・環境設備・
ガス供給設備の工事・運転・保守・管理

燃料油・石炭・LNG等の荷役関連業務、
燃料輸入サービス業務

放射線管理、放射性廃棄物の処理・
検査に関する事業原子力発電関連事業

環境技術事業

測定分析事業

E

テクノ中部の事業内容

環境関連事業

エネルギーと環境にかかわる技術を活かし、

快適な環境づくりに貢献します。

株式会社テクノ中部

船舶運航調査、航行安全対策調査、各種海事、港湾調査



環境関連事業 石炭灰・薬品販売

事業所

■本店・営業部 営業グループ
■三重事務所  〒510-0011  三重県四日市市霞1-28

TEL 052-614-7164
TEL 059-342-7800

TEL 053-411-7704
TEL 058-278-3108

渥美事業所[愛知県田原市]
碧南事業所[愛知県碧南市]
武豊事業所[愛知県武豊町]

上越事業所[新潟県上越市]
CEPO半田事業所[愛知県半田市]
浜岡事業所[静岡県御前崎市]

検 索テクノ中部 検 索

エネルギー事業

ホームページ

環境関連事業

■静岡事務所  〒435-0042  静岡県浜松市東区篠ヶ瀬町330-1
■岐阜事務所  〒500-8351  岐阜県岐阜市清本町9-41

知多LNG事業所[愛知県知多市]
名古屋港事業所[愛知県名古屋市]
北勢事業所[三重県三重郡川越町]

I SO9001
（測定分析センター）
認 証 登 録

[火力発電関連事業]
火力発電所貯炭場石炭払出業務

[燃料・海事事業]
ＬＮＧ荷役業務

[原子力発電関連事業]
放射線管理業務

[環境技術事業]
猛禽類行動圏調査

[環境技術事業]
環境アセスメント影響解析業務

[測定分析事業]
排水、環境水の分析

[測定分析事業]
火力発電所における排ガス測定

[測定分析事業]
ＰＣＢ濃度分析

[石炭灰販売]
フライアッシュセメントを使ったダム工事

https://www.techno-chubu.co.jp

■本店 〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12　TEL 052-614-7171（代表）

株式会社テクノ中部



中部電力グループの一員として、大規模事業の環境アセスメント業務経験に裏付けられた高度な環境技術や、長年の電力設備維持・
管理に関わった経験により培われた正確な測定分析技術により、SDGsへの取り組みをお客さまと一緒に進めてまいります。

SDGs 持続可能な社会の実現にむけて
テクノ中部は持続可能な開発に貢献する事業を展開していきます

2015年9月の国連総会で「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」が採択されました。アジェンダには、持続可能な
世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成
された2030年までの国際目標である「持続可能な開発目標
(Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ:ＳＤＧｓ)」が掲げられて
います。

▶SDGsに賛同します
環境に配慮した事業活動、社会・地域への貢献や労働環境の改善、収益を上げつつ社会から
信頼を得る経営などのＥＧＳ要素を重視するとともに、社会の一員として、持続可能な世界の
実現を目指すＳＤＧｓに賛同し、取り組みを進めていきます。

▶変わりゆく事業環境をチャンスに変える
国内の電力自由化をはじめ、世界のエネルギーをめぐる状況は、近年大きく変化しています。
中核事業であるエネルギーと環境にかかわる技術や役務のサービス提供を通じて、SDGsの
達成に貢献するとともに、新しい事業領域に挑戦すること
で、社会の発展に貢献する活動に取り組んでいきます。

▶従業員が個々の能力を
　最大限に発揮できる職場へ
最大の経営資源は人財であり、風通しの良い明るく元
気な職場を作るとともに、従業員が誇りを持って働ける
職場作りを進めます。

環境
アセスメント

景観調査・
公園計画

環境測定分析

陸域環境調査設備管理のための性能試験 海域環境調査PCB測定・
PCB廃棄物の処分支援

環境技術コンサルティング

テクノ中部
SDGsの取り組み

環境技術
事業

測定分析
事業

放射線管理業務

テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し
事業活動を通じてSDGsの達成に貢献していきます

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



SDGs 持続可能な社会の実現にむけて
テクノ中部は持続可能な開発に貢献する事業を展開していきます

テクノ中部 × SDGs 取組み事例

採集した水から生物の
DNAを検出

環境DNA
各種環境調査の実施、

環境影響評価の手続の支援

環境アセスメント
ビオトープの計画・設計・

整備・活用推進

ビオトープコンサルティング

IoT・ICTを活用したデータ監視

環境監視業務
PCB分析から処理施設搬入まで

PCB処分支援
土壌汚染調査から措置まで

土壌ソリューション

レーダーシステムによる
鳥類の飛翔軌跡の観測

環境調査技術の開発
大気中・環境中の
浮遊石綿濃度の測定

石綿（アスベスト）の分析・測定
洋上風力発電所等との共生に貢献

漁業共生・海域環境保全コンサルティング

造成藻場の生育状況調査

バイオテレメトリー調査
（魚への発信機装着）

建材中の石綿試料の採取

蛍光灯安定器 変圧器

コンデンサ

①銘板調査

③行政への届出書作成のためのデータ提供、
　JESCOの登録手続き

④運搬会社の選定・契約

処 理

②分析 PCB不含
0.5mg/kg以下

JESCO 無害化処理施設 産業廃棄物処理施設

銘板

不含不明高濃度PCB

④運搬会社、処理施設の選定・契約

低濃度PCB
0.5mg/kg超過

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



ビビビオオオトトトーープにににに関関関すするるるココココンンンンンササササルルルテテティィィンンンググググビオトープに関するコンサルティング
ビビオトーププを生物多様性保全、環境活動を生物多様性保全、環境活動を生物多様性保全、環境活動を生物多様性保全、環境活動を生物多様性保全、環境活動を生物多様性保全、環境活動、、CSRの舞台にCSRの舞台にCSRの舞台にCSRの舞台にCSRの舞台にビオトープを生物多様性保全、環境活動、CSRの舞台に

▶ビオトープとは

▶ビオトープの計画・設計から活用推進まで
　一貫したコンサルティング

■BIOは「生き物」、TOPは「場所」の意味で、BIOTOP（独語）は
「地域の自然の生き物がくらす場所」を意味する言葉です。

■公園、学校、工場緑地などでビオトープづくりが盛んになっていま
す。ビオトープは限られた敷地内に、池、樹林、草地などの様々な
タイプの環境を工夫しながら盛り込むことが可能です。

■ここで大切なことは、その小さな生き物がくらす場所を、子ども
たちをはじめとする地域の人々やそこで働く人たちが、生き物
とふれあい、四季を感じながら「地域の生き物のための環境づ
くりに積極的に関わる空間」としていくことです。

都市における自然復元の先駆的な役割を果たした
緑化功労として、「みどりの日」環境庁長官表彰を受賞
（平成11年）

▶ビオトープの計画・整備
■計画地周辺の自然環境調査
地域の生物多様性や自然史・文化に配慮した計画とするため、現地調査・
文献調査等により計画地および周辺に生息生育する動植物を把握します。

■ビオトープの目標設定と計画・整備
ビオトープに呼び込む動植物の目標種・導入種を選定するとともに、それらの
種が生息生育するのに必要なビオトープのかたちを計画設計・整備します。

テクノ中部本店の屋上ビオトープ

ビオトープの計画・整備 ビオトープでの取組みSTEP1 STEP2

計画地周辺の自然
環境調査（現地調
査・文献調査等）

生物に配慮した計
画設計・整備

モニタリングによる
評価、目標達成に
向けた管理方法等
の見直しビオトープの目標設

定（呼び込む動植
物、創出する環境）

地域と連携したビ
オトープ活動体制
の構築（社員、地域
住民、大学、小学校
等との協働）

1 3 5

2

4

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



▶ビオトープ整備・活用推進体制の構築
■企業・自治体など実施主体様、地元住民、ファシリテーターが連携・協働する地域一体型協議運営組織の構築を
サポートします。

▶ビオトープでの取組み
■ビオトープの取組みには、施工、補修などのハード的取組みと維持管理、生物モニタリング等のソフト的な取組みの
大きく2つの取組みがあります。この2つの取組みを有機的に連携していくことで、ビオトープを環境活動、生物
多様性保全、地域コミュニケーションなど様々な活動の舞台とします。

ビオトープ
運営協議体

研究者・専門家
（ファシリテーター）

地元学校

地域住民

指導農家

実施主体様

地元自治会

ビオトープ

相互に
連携して
実施

ハード的な取組み

ビオトープの
施工

施設の施工
植栽・生き物導入

ビオトープの
手入れ・補修
施設の補修
植物の補植

ソフト的な取組み
生物モニタリング

調査
生物の種類、個体数の調査

誘導目標を
意識した管理作業
水管理、草刈り、池掃除

環境学習等の活動
ビオトープでの
学びを促進

■生物モニタリング調査
定期的な生物モニタリング調査を実施し、誘導目標種の生息状況を確認し、管理計画にフィードバックします。

■誘導目標を意識した管理計画
整備当初は大きく手を入れずに様子をみるなど、植生等の変化を考慮し、年間の管理内容を検討します。
さらに、中～長期の管理計画策定のお手伝いをします。

■環境学習等の活動
生き物観察会や管理作業など、地域参加型の環境活動を立案します。

ビオトープ推進体制の
構築イメージ

知識・技能の共有化で
質の高いビオトープ活動を推進

■営業部 営業グループ
■環境技術センター 陸域調査グループ

TEL 052-614-7164
TEL 052-614-7166〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12

株式会社テクノ中部

検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp





場所の提供
広報・PR
緊急時対応

除草効果
測定

企画
コーディネート
日常管理

夏場の
餌供給

ヤギの貸出
健康管理

環境配慮
学習の森の
魅力アップ

癒し
情操教育

ヤギ除草とSDGsの関係

ヤギ除草を用いた地域活性化

地元活動団体、ボランティア
（水辺部会、東浦竹灯篭の会）

連携連携

協力
支援

日常点検
イベント
協力

ヤギ除草
みんなうれしいヤギ除草による地域活性化

COCO2も排ガスも騒音も発生しませんも排ガスも騒音も発生しません 環境や命について　　　環境や命について　　　 考えよう考えよう

ヤギのいる　　　ヤギのいる　　　 魅力あるまち魅力あるまち

当社は、東浦自然環境学習の森の魅力アップと利用者の促進を目指
す愛知県東浦町と連携し、ヤギ除草を実施しました。
2020年は、名城大学農学部、東浦自然環境学習の森で活動とする
水辺部会、東浦竹灯篭の会、町民の方々の協力も得て実施しました。
また、ヤギ除草体験イベントや東浦町の親子ふれあいイベントとも
連携しました。
2021年は、特定非営利活動法人水とみどりを愛する会と協力して
運営するとともに、愛知製鋼株式会社には、本活動に賛同するサ
ポーターとしてご支援を頂きました。

町
民
等
利
用
者

▶連携による実施体制（2021年度）

東浦自然環境学習の森で東浦自然環境学習の森でのヤギ除草ギ除草東浦自然環境学習の森でのヤギ除草

適度な除草が　　　 生物多様性を守る適度な除草が　　　 生物多様性を守る ヤギがつなぐ　　　がつなぐ　　　 パートナーシップップ

環境や命について　　　考えよう

ヤギのいる　　　魅力あるまち

適度な除草が　　　 生物多様性を守る ヤギがつなぐ　　　パートナーシップ

2020年6月15日 2020年8月15日 2020年10月14日 左：ポン吉、右：こい

実施場所
東浦自然環境学習の森

実施面積
約500ｍ2

導入ヤギ
芝ヤギ　オス　2頭

実施期間
2020年6月15日～11月8日

東浦町
(自治体)

株式会社テクノ中部
(企業)

特定非営利活動法人
水とみどりを愛する会

（NPO）

サポーター
愛知製鋼株式会社
（企業）

CO2も排ガスも騒音も発生しません

家畜除草研究会
(ヤギ農家)

共
同
実
施

株式会社テクノ中部





❷土地や道路の制約がなく、
　大型風車の導入が比較的容易

洋上風力発電と今後の展望
2050年の「カーボンニュートラル」の実現に向け、太陽光や風力など再生可能エネルギーの普及が図られています。
その中でも洋上風力発電は、大きく三つのメリットがあり、陸上風力発電と比べ、安定的・効率的な発電や風車の
大型化が可能です。日本でも政府が主導し、主力電源として普及が進められています。

取り組み

今後の目標

▶洋上風力発電のメリット

レーダーによる鳥類調査

藻場造成 バイオテレメトリー調査
（魚に装着した発信器）

当社所有防災船「たける」（19ｔ） 当社所有曳船「かすが」（196ｔ）

❸景観、騒音への影響が小さい

❶海上は風況が良く、風の乱れが小さい

漁業共生
洋上風力発電所の基礎は漁礁のように魚類の生息場
になります。藻場造成、バイオテレメトリーなどの技術
を活用し、海域の漁業と洋上風力発電所の共存・共栄
を目指します。

海事コンサルタント
洋上風力発電所建設に伴う航行安全対策の検討、工
事中の安全管理、発電設備運用開始後に必要となる
海上アクセス船（Crew Transfer Vessel=CTV）の
検討・運航管理を通じて海の安全面から洋上風力発
電事業を支えます。

環境アセスメント
レーダーによる鳥類調査、超音波による海生哺乳類
の調査、景観モンタージュの制作など、最新の調査・
予測技術を導入して、適切な環境アセスメントを実
施し、洋上風力発電所と環境の共存を目指します。
また、騒音、風車の影のシミュレーションにより、適切な
風車のレイアウトの検討も実施します。 超音波による海生哺乳類調査

沈錘

音響調査装置

海面下8m

立ち上げブイ 立ち上げブイ
15P型
ライトブイ

15P型
ライトブイ耐圧ブイ

アンカーロープ

アンカーロープ

アンカーロープ

アンカーロープ

赤白旗 赤白旗
1.5m

50～70m

1.5m

15m

アンカー アンカー

海面下4m

日本の洋上風力発電の主力電源化と、カーボンニュートラルの達成の実現に向けて、
環境アセスメント、海事コンサルタントの技術を通じて洋上風力発電の実現を目指します。

洋上風力発電事業支援
脱炭素社会の主力電源である洋上風力発電事業を環境と海事で支えます

株式会社テクノ中部



中部中部フフラライイアアッッシシシュュュ中部フライアッシュ

▶中部フライアッシュとは
火力発電所で石炭を燃焼した際に発生する
灰の一部を、資源の３Ｒ（Reduce、Reuse、
Recycle）を目指して、分級装置にてJIS規
格に適合するよう加工し商品化しました。

※JIS規格II種 適合

中部フライアッシュ

▶特長
フライアッシュは、顕微鏡で拡大すると球
状を呈しており、コンクリートなどに混ぜる
と流動性の向上、水和発熱の低減、長期強
度の増加など種々の特徴があることから、
ダム、橋梁、発電所等大型構造物に使用さ
れています。
また、フライアッシュの成分組成面に着目
し、粘土代替としてセメント原料として大量
に使用されています。
さらに近年ではその特性をいかし、建材、骨
材、道路材、地盤改良材など土木・建築材
料等広く各分野で利用されています。

▶品質（化学的特性）
フライアッシュの主成分はシリカとアルミナで、セメントに混合すると、セメントの水和の際に生成される
水酸化カルシウムと反応（ポゾラン反応）して、耐久性と水密性を向上させる働きをします。

フライアッシュ電子顕微鏡写真

フライアッシュの化学組成例 (ｗｔ％)

Ｓi02 Ａｌ２Ｏ３ Ｆｅ２Ｏ３ ＣａＯ ＭｇＯ

15 ～ 35 2 ～ 20 1 ～ 10 1 ～ 340 ～ 75

中中部部フフラライイアアッッシシュュははテテククノ中部のブノ中部のブランンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドですですですですですですですですですですですですですですですですですですですですですですですです中部フライアッシュはテクノ中部のブランドです

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



●コンクリート混和材
●フライアッシュセメント
●建築材
●スラリー材（埋戻材・充填材）
●コンクリート二次製品

▶使用用途

▶荷姿

フライアッシュセメントを使用した中部電力川浦ダム

●ばら（ジェットパック車） ●フレコンバック（500～700kg/袋） ●紙袋（25kg/袋） 

※詳細につきましてはお問い合わせください。

▶当社が供給する碧南産フライアッシュの品質規定
（株）ＪＥＲＡ碧南火力発電所はＪＩＳＡ６２０１の品質規定より更に厳しくした独自の品質規定を定め、
良質なフライアッシュを供給しています。

ＪＩＳ Ａ６２０１（コンクリート用フライアッシュ）

JIS規格
Ⅱ種

化学成分 物理的性質

二酸化
けい素
含有量

湿分 強熱
減量 密度

粉末度
フロー
値比

活性度指数
網ふるい方法
45μｍ
ふるい残分

ブレーン方法
比表面積 28日 91日

45.0％
以上

1.0％
以下

5.0％
以下

1.95g/cm3
以上

40％
以下

2,500cm2/ｇ
以上

95％
以上

80%
以上

90%
以上

碧南品質規定
（JIS規格Ⅱ種品）

45.0％
以上

0.5％
以下

3.5％
以下

1.95g/cm3
以上

40％
以下 3,500±450cm2/ｇ 95％

以上
80%
以上

90%
以上

■火力部 石炭灰グループ TEL 052-614-7189
〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12

株式会社テクノ中部

検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp



ラランンドドププララスス

▶ランドプラス
   （クリンカアッシュ）とは
火力発電所で石炭を燃焼した際に発生する灰
（燃え殻）の一部を、資源の３Ｒ（Reduce、
Reuse、Recycle）を目指して、破砕機にて砂状
に砕き商品化しました。

ランドプラス

▶特長（メリット）
●保水性・保肥性向上　●砂より軽量　●排水性向上　●通気性向上

クリンカアッシュの表面を電子顕微鏡で見ると
細孔が多数あいており、１ｇに約4.5ｍ2もの表面
積があります。

▶品質
化学的特性…クリンカアッシュの主成分はシリカとアルミナであり、赤熱状態から急速水冷しているため
　　　　　　化学的に安定しています。

各種土壌の比表面積 クリンカアッシュの電子顕微鏡写真

クリンカアッシュの化学組成例 (ｗｔ％)

ＳiＯ2 Ａｌ２Ｏ３ Ｆｅ２Ｏ３ ＣａＯ ＭｇＯ

15 ～ 35 2 ～ 20 1 ～ 10 1 ～ 340 ～ 75

ランドプラス
ランランドドプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですプラスはテクノ中部のブランドですランドプラスはテクノ中部のブランドです

ランドプラスは愛知県リサイクル資材評価制度
～あいくる～にて認定された土壌改良材です。

屋外体育施設および
公園施設等の中層・
下層の排水性の改善

認定番号

用 途

20 ) - 29

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



●ばら（ダンプ車）　●フレコンバック（500～700kg/袋）

ランドプラスを使用した野球場の施工状況

※詳細につきましてはお問い合わせください。

粒度分布…クリンカアッシュは、砂と類似の粒度分布となっています。
▶物理的特性

透水係数…クリンカアッシュは、透水係数が大きく排水性が良いことが分かります。

化学的に安定しており、土壌汚染環境基準（環境庁告示第４６号）をクリアしているため安全です。

使用用途
道 路 材 ●下層路盤材 ●遮断層材 ●凍上抑制材

建 　 材 ●透水性レンガおよびブロック
農林水産材 ●特殊肥料 ●培養土 ●酪農用牛床

地盤改良材

土木工事材

●グランド中層材および上層材
●ゴルフ場中層材および芝生目土 ●排水改良材 ●防草材
●港湾工事岸壁裏込め材 ●コンパクションパイル中詰材
●軽量盛り土材 ●テールアルメ工法裏込め材

　　　

クリンカアッシュA
クリンカアッシュB

粘土
砂質粘土ローム
砂質ローム
砂

クリンカアッシュC

▶安全性

▶使用用途

▶荷姿

■火力部 石炭灰グループ TEL 052-614-7189
〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12

株式会社テクノ中部

検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp
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